
気象庁の職員になりませんか？

⚫ 気象庁では24時間365日自然を監視し、
国民の生命を守るために活動しています。
• 災害の予防、交通の安全の確保、産業の活動の支援などを通じて、

社会に貢献しています。

⚫ 気象や防災の業務に興味のある方は、
一緒に気象庁の職員として働きませんか？

⚫ 出身学部・専攻に関係なく、採用試験を経て
気象庁の職員になることができます。
• 気象予報士の資格等がなくても問題ありません。



気象庁の職員になりませんか？

和歌山地方気象台での業務（一部抜粋）
⚫ 予報作業（注意報・警報、天気予報の発表など）
⚫ 台風接近や線状降水帯など悪天候時の防災関係機関対応
⚫ 気象観測装置（アメダス等）の管理や点検
⚫ 生物季節観測（植物の開花日や紅葉などを観測）
⚫ 広報活動（出前講座やイベント会場で気象防災の普及啓発）

装置の点検様子 サクラの開花を確認してる様子 イベントでの様子



気象庁の職員になりませんか？

気象庁では、予報業務のほかに様々な業務がある。
●観測測器業務 ●地震・津波・火山業務    ●数値予報業務

●航空気象業務 ●防災支援業務 ●通信関係業務

●気象衛星業務 ●気候・海洋関係業務 ●民間気象関係業務

●国際調整業務 ●気象に関する研究 ●南極観測業務 等…

予報業務ソフト開発の様子 南極観測業務 基本観測棟 地震発生時のに関する緊急会見の様子

人事院「2026年度版技術系ガイド（気象庁）」 https://www.jinji.go.jp/saiyo/syokai/2026gijutsugaido_kisyotyou.html
気象庁「南極観測について」  https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/kansoku/index.html
FNNプライムオンライン「【青森震度6強地震】気象庁が緊急会見 1週間程度、最大震度6程度の地震に注意呼びかけ 後発地震注意情報の基準には至らず」

 https://www.fnn.jp/articles/-/1065417#google_vignette



気象庁の職員になりませんか？

気象庁全体の職員数は約5,000人（R８年４月時点）

⚫ 全体の男性・女性職員の割合は、
  それぞれ約86％、約14%

• R６年度中の採用職員に占める男性・女性職員の割合は、
それぞれ約73.5%、約26.5%



気象庁の職員になりませんか？

気象庁で働きたいと考えてる方は、以下もご覧ください。

大阪管区気象台｜職員採用情報
URL：https://www.jma-net.go.jp/osaka/an-nai/saiyou.html

職員募集案内パンフレット
URL：https://www.jma.go.jp/jma/kishou/intro/recruit/panfu2025.pdf

和歌山地方気象台就職相談メールアドレス

気象庁について気になること、知りたいことなどがありま

したら、氏名・年齢（学生の方は学校名・学年）・返信用

メールアドレスをご記入のうえ、以下メールアドレスまで

お気軽にお送りください。

uketsuke-wakayama@met.kishou.go.jp
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